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１．概要 

筆者らは国際共同プロジェクト事業の一環として、中台韓日英マルチリンガル成語辞典

を編纂している1。中台韓日それぞれの地域を代表する現代語コーパスに基づき、最大公約

数の常用成語を選定後、言語文化情報を付与し、英語訳を加え、各言語間のマルチ検索と

各地域のコーパスとの閲覧リンク可能な Web 版成語辞典の公開を目指している。本文は主

に日本研究チームが、日本国立国語研究所「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」

の検索ツール「中納言」を利用し日中同形成語の抽出作業を行った作業経過に基づき、現

代日本語に於ける漢字四字成語の受容とその延命状況について報告する。 

 

２．中日韓英マルチリンガル成語辞典の構築 

四字成語は東アジア漢字圏の智恵と文化を凝縮する表現形式のひとつであり、簡潔で口

調の良い言語形式と相まって古典文学から新聞記事まで旺盛な生命力を維持している。現

代中国語で常用される成語は 2000-3000 語に上るとされる[劉長征他（2007）]。長らく漢

字圏にあった韓国、日本では四字成語を含め漢字語句の使用頻度が低下しているとはいえ、

故事成語やことわざの愛好に見られるように、根強い延命力がある[砂岡和子他（2011b）]。 

                             
†ksunaoka@gmail.com  †† gefjulo@saturn.yzu.edu.tw  ††† wangleics@pku.edu.cn 
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1 台灣蔣經國國際學術交流基金會「歴代語言知識庫建置計畫」研究代表：台灣元智大學羅鳳珠〔網路展書

讀〕http://cls.hs.yzu.edu.tw に概要公開 
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中台韓日英マルチリンガル成語辞典は、中国古典籍資源を母体とする東アジア歴代語言

データベースを基に研究や教育に共同利用する目的で構築中の多国籍プロジェクトである。 

成語辞典の編纂作業は以下 4段階で進行する[砂岡和子,羅鳳珠（2011a）参照]。 

[第一段階] 成語辞典の母資源となる中台成語資源の構築。大陸中国の成語母集団は北京

大学計算言語学研究所開発の「成語知識庫」で、同所の「現代漢語語法信息詞典」所収の

成語約 5000 条を核に、「人民日報」ならびに『成語大全』『学生成語詞典』など中国出版の

代表的成語辞書 5 冊から 3 万余項目の現代中国語成語を収集し、これに頻度情報、語法属

性、品詞、異形、類語、反義語、典故、釈義など 16 種の言語属性を記したコーパスである[A

北大三萬詞簡體成語庫] [2010 王雷] [図１]。このうちもっともポピュラーな中国成語 1000 語

は書籍出版された[A’ ’北大 1000] [2012 王雷]。これを台湾で使われる繁体字に変換校正し[A’

北大三萬詞繁體成語庫]、台湾中央研究院「平衡語料庫[バランスコーパス]」[B 台灣中央研究

院平衡語料成語庫]、ならびに台湾教育部公布の成語データから台湾香港地域の常用成語約 1

万語をリストアップした [C 台灣教育部成語詞條]。最後に [A] [B] [C]資源間で重複率の高

い成語約 3000 語を選定し、これ中国語母集団の中核的成語資源データとした[D 三千核心成

語] 2。 

[第二段階]は漢字受容圏の成語資源構築と、母集団資源との共通成語の選出作業である。

日韓成語の選定に当たっては、それぞれの母語の表現形式や受容条件を反映するよう、各

地域を代表する現代語コーパスから漢字成語を抽出し、上掲[D]資源との照合作業を進めた。

日本語の常用成語は名古屋大学佐藤理史研究室作成「基本慣用句五種対照表」所収の成語

選定基準を参照し、日本国立国語研究所「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」 [E]

用のオンラインコンコーダンサである「少納言」「中納言」を利用し、上掲[D 三千核心成語]

とのマッチング作業に当たった。韓国は国立国語院「世宗コーパス」から韓国語の成語を

抽出する[F]。 

[第三段階]は[D ]の成語に典故、例文などの百科知識、およびその使用頻度、分布密度、

難度レベル、語法属性、品詞機能などデジタル言語情報を付与する。台湾元智大学[網路展

書讀]にはすでに「三国演義」「水滸伝」「紅楼夢」など歴代文学資料が構築されており、こ

れら白話小説中の成語を抽出してマルチ辞書に加える。図２に成語知識庫構築図を示す。 

 [第四段階]で英語、韓国語、日本語の翻訳をつけ、各言語間のマルチ検索と各地域コー

パスとリンクして閲覧可能な Web 版成語辞典として公開する。 

 

３．現代日本語常用漢字成語の選定 

既述のように日本チームは日本語常用成語の選定あたり、日本語基本慣用句データベース

として定評のある名古屋大学「基本慣用句五種対照表（以後「基本慣用句表」）」所収の成

語を被検出語とした。BCCWJ コーパスには成語を抽出するための言語標識が無い。BCCWJ の

DVD 媒体でマッチングしようと試行錯誤したが、異形の多さに頓挫した。 

「基本慣用句表」は 1982―2006 年にかけ日本で出版された辞書から慣用句を抽出し、「慣 

                             
2  [劉長征他（2007）]に拠ると現代中国語の常用成語数は 2000-3000 とされる。 
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図 1「北大三萬詞簡體成語庫」部分           図 2 成語コーパス構築図 

 

用句 1918 語」「ことわざ 344 語」「四字熟語 265 語」「故事成語 63 語」「その他不明 1038 語」

に分類、計 3628 の慣用的表現を対照表としたデータベースである。大半は“我に返る”“わ

き目も振らず”“目を丸くする”“弱音を吐く”など和語の「慣用句」で、漢字成語より

こちらのほうが多い[図 3 日本名大和語枠参照]。 

我々はまず「基本慣用句」中、四字漢語を多く含む「四字熟語」と「故事成語」の計 328

語を被検索対象語とし、「少納言」「中納言」で上掲[D 三千核心成語]とのマッチングを開始

した。[D]には中台母集団成語データベース[A] [B] [C]間で重複率の高い成語約 3000 語に

対し、重複回数に応じ 4 レベルに分けてある。最初に[D] 中の重複回数 4-3 回の上位中国

成語 2005 条について BCCWJ でマッチングした結果、ヒットした日本成語は僅か 211 語、全

体の約 10％に留まった。 

ヒット率低迷の原因は、日本語の漢字四字成語が少ないことと、日中成語の使用文字や

語形の異なりのためである。成語に限らず日本語の四字漢語は二字＋二字の緩い連合形式

から成るものが全体の 90 パーセント以上を占め、一語としての凝縮力が弱い3。中国の成語

は“自相矛盾”“完璧歸趙”“画蛇添足”“杞人憂天”“不可思議”のように四字が典型であ

るが、日本語ではそれぞれ“矛盾”“完璧”“蛇足”“杞憂”“不思議”のように基幹二字も

しくは三字となる。四字でも“三顧の礼（中国語原文は“茅廬三顧”）”“背水の陣（同“背

水一戰”）”のように平仮名混じりや、“枚挙にいとまがない（中国語は“不勝枚舉（不可枚

                             
3 [野村雅昭（1974）]の調査は約 19 万新聞語彙の四字漢語全体についてであるが,日本語四字成語にも

当てはまる特徴と言える. 
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舉、不遑枚舉とも）”など日本語の統語法に則して形を変えた成語例は、それこそ枚挙にい

とまがない。このため日本語の四字成語は形式上、異形や類語が極めて多く[1982 宮地裕]、

マッチングの障害となる。韓国語の成語も同様の傾向を示す[2011 姜柄圭]。 

日中同形で抽出できる成語数には限界があるため、次に「基本慣用句」の日本語慣用句

を中国語に翻訳し、中台成語データベースの [A] [B] [C] をダイレクトにマッチングした。

成語の中訳に当たって各種日中成語辞書や、北京大学が開発する類義語検索サイト[関連

URL 参照]で類似表現から適訳を検出した。すでに BCCWJ とのマッチングで抽出済みの 211

語と併せ、最終的に「基本慣用句」所収全 3628 句のうち 1108 語の中日成語ペアを選定し

た。 

 

４．「少納言」「中納言」による日本語常用漢字成語の抽出 

われわれは BCCWJ 現代日本語コーパスを他言語資源とのマッチングデータとしても利

用し、「少納言」「中納言」を多言語検索ツールに利用した。以下、「少納言」による日中

漢字成語検索と、BCCWJ によるマッチングの過程をチャートにまとめる4。実際に多用した

のは「少納言」より高度な検索機能を備える「中納言」のほうで、「少納言」の 500 項まで

の検索結果表示制限も無く、複雑な結果を得ることができる。ただ「中納言」は日本語を

理解しない外国人には利用申請手続きが難しいため、アクセスが簡単な「少納言」での利

用で代表する。 

４-１ 前処理 

マッチング作業用に整理加工したデータを準備する。中台成語資源[D 三千核心成語]は、

データを中国大陸の簡体字と台湾香港地区の繁体字で併記し、どちらの字体でもできる。

BCCWJ データ、「少納言」「中納言」とも繁体字であれば検索成功率が高いため、簡体字成

語の場合は[D]で対応する繁体字同形語を取得する。このほかデータには各資源の[重複回

数]や原データのコード番号、頻度情報などが記され、随時データの復元処理を担保する。

図 3 は中台成語 DB[データベース]から簡体字形成語“新陈代谢”とその繁体字形“新陳代

謝”を特定し、字体変換する場面。 

 

 

 

 

           

 

図 3 

４-２ 検索作業 

繁体字の成語を「少納言」「中納言」で検索。それぞれ検索条件を指定できる[図 4]。 

                             
4 チャート原作者は沈睿(早稲田大学人間科学学術院助手)、原文は中国語。 

中台成語 DB 

 

 
簡体 繁体 
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図 4 繁体文字列の検索場面（左図「少納言」、右図「中納言」） 

 

４-３ 検索結果を表示する[図 5]  

                 

 

 

 

                    

 

図 5  「少納言」“新陳代謝”の検索結果 

 

４-４ 「少納言」「中納言」による中日漢字成語マッチングの課題 

 大規模コーパスは特殊文字を含む現地語の文字コード体系を使用する場合が多く、中

日漢字のフォントや字体の異なりが、解析器の誤認の原因となる。それ以上に中台日韓の

成語の表現形式の異なりはマッチングの最大の障害である。機能面では、「少納言」「中納

言」は串刺検索機能や英語 I/F がない。その他の地域の成語コーパスも単言語で記述され

ており、現時点で検索の実行者は各言語使用者、もしくは当該言語の理解者に限定される。

多言語間のマルチ検索にはまだ高いハードルがある。 

 

５．BCCWJ 利用で知る現代日本語漢字四字成語の受容と変容 

現代中国語の場合、四字成語の出現率は 5万語中で 8％弱、1万語では 0.2％程度という。

このうち頻度 100 回の常用成語は 2200 条で全体の 85％を占め、1000 回以上の高頻度成語は 110

条で 2割弱に過ぎない[劉長征他（2007）]。準拠するデータにより出現頻度の差も大きい。

中国成語資源[A] [B] [C] と世宗コーパス[F]、名大「基本慣用句」[G]のトップ 20 に共通

な語は“成千上万”“自由自在”“流言蜚語”“優柔不断”など極少数に留まる[表１]。 

現代日本語の四字漢字の成語数は、前掲名大「基本慣用句」では 100 語に満たないが、

二漢字、三漢字、もしくはひらがな交じりの広義の漢字成語は 300 語前後を収録する。こ

れを[少納言]で検索すると約 200 語のヒットがあり、その出典ジャンルは、書籍の文学、社

会科学、歴史が 9 割を占め5[表 2]、成語の継承に文学、歴史関連の書籍が不可欠な言語資源で

                             
5「完璧」のヒット数は 1836 件と多いが,「少納言」は 500 件までしか検索結果が表示されず出現ジャンル

の特定ができないため「検索不能」とした. 
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あることが分かる。中国の成語は古い典故をもつ語が多いが、現代成語には近世のものも多

く、[D 三千核心成語] の出典は時代別に以下の順位となる。 

宋（16%）、春秋戰國（15%）、清（14%）、明（11%）、漢（11%）、唐（11%）、元（7%）、南北

朝（5%）、當代（4%）、晉（3%）、以下、三國、五代十國、金、隋、十六國、周が各 1%未満。 

対して日本語には“大同小異”“四面楚歌”“呉越同舟”“ 朝令暮改”“異口同音”など、

春秋戰國、漢代に起源をもつ故事成語が多く残り、歴史的文化遺産を継承している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 

   

           表 2                   表 3 

中日同形成語のマッチング作業に先立ち、2010 年と 2011 年にかけ日本人大学生計 53 名

を対象に名大「基本慣用句」の認知度調査を行なった6。漢字成語を含め慣用句が現代日本

                             
6 第二外国語として中国語を履修中の政治経済学専攻の学部生対象、名大「（日本語）基本慣用表」所収

計 3628 語から選んだ漢字成語由来の 328 語を一覧表に作成、瞬時に大体の意味が理解できるか振り分け方
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の若年層にどの程度受容されているのか知るためである。結果は、“多士済済”“蟷螂の斧”

“豪放磊落”“大所高所”“同病相哀れむ”“衆議一決”“古希”“苦心惨澹”“立錐の余地も

無い”“功成り名遂げる”“粗製乱造”“四分五裂”などの日本語の成語、慣用句を大学生の

80%以上が理解できないことが判明した。“灯火親しむべき候”“老いては子に従え”“蛍雪”

“晴耕雨読”“粗製乱造”“薄利多売”“一利一害”は半数が知らない。現代青年層の成語認

知度は親世代の 50-60 歳代に比べ半減している[砂岡和子他（2012）]。 

若年世代の漢字成語離れはこのまま加速し続けるのであろうか。成語認知度に差がある

のは、記憶に留めやすい成語と忘れやすい成語の別があることを示唆している。両者の原

因を明らかにできれば現代日本語中の漢字成語の延命を支援できよう。以下、日中成語の

統語法や語用法の違いとコロケーションの特色について BCCWJ 検索を通し見てゆく。 

孤立語系統に属する中国語は現在に至るまで一漢字の生産性が高く、意味結合による統

辞の自由度が高い。中国語の四字成語は意合結合の縮図であり、日本語や韓国語など膠着

語系言語に見られない柔軟な句組織が可能である。 [表 4]は上掲[北大 1000] 所収の成語

をその内部構造から７分類し、それぞれの出現比率を示したものである7。連合関係に加え、

主述、動詞補語、動詞目的語、動詞目的補語関係など多用な結合をもつことが分かる。 

調査した 328 語は“呉越同舟”のような中国語伝来の成語（62%）と、“一所懸命”“油断

大敵”“絶体絶命”など日本製の慣用句（38%）に分類できる。大多数が知っていると回答

した成語は“一喜一憂”“十人十色”“春夏秋冬”“自由自在”“自暴自棄”など後者の慣用

句に多い。後者は慣用句の内部統語構造が比較的単純で、並列関係（“春夏秋冬”“自由自

在”“自暴自棄”）、もしくは連合関係（“一喜一憂”“十人十色”）など、漢語文法を知らな

くとも推理可能な四字句が多い。対して“呉越同舟”｛主語（呉越）が述語（舟を同じくす

る）｝や“異口同音”｛動詞＋目的語（口を異にしながら）動詞＋目的語（音[声]を異にす

る）｝は典故や漢語の構造を知らないと意味の理解が難しい。 

中国成語内部構造 出現比率 語例 主要語法機能 出現比率

連合関係 44% 不学无术、打草惊蛇 動詞性成語 72.7% 

主述関係 23% 草木皆兵、枯木逢春 名詞性成語 11.6% 

修飾関係 15% 孜孜不倦、一衣带水 形容詞性成語 5.3% 

動詞補語関係 4% 重于泰山、无动于衷 副詞性成語 4.7% 

非四字成语 8% 三十六计，走为上计 分類詞性成語 2.6% 

動詞目的語関係 5% 蹉跎岁月、饱经风霜 修飾性成語 1.7% 

動詞目的補語関係 2% 问道于盲、入木三分 補語性成語 1.4% 

表 4                     表 5 

四字成語の語用(品詞)機能にも違いがある。[表 5]は「現代漢語語法信息詞典」所収の

                                                                                  
式で選択させた。回答所要時間はパソコン使用で 10-15 分、紙媒体で 20-30 分と、どちらも短時間で回収

した。詳しくは砂岡和子,羅鳳珠(2011b)参照。 
7 王雷（2010）原表に砂岡が一部修正を加え作成。 
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成語の語法機能を頻度準に並べたもので、中国語の成語が動詞として振舞うケースが圧倒

的に多いことが分かる [姜柄圭(2012)]。 

対して日本語の四字漢語は単語としての統辞機能に極めて制約があり、二字漢語や三字

漢語と比べサ変動詞や形容動詞の語幹になることが少ないとされる。[野村雅昭（1974）] 。

例えば以下の四字成語は中国語では動詞として機能するが、BCCWJ の日本語用例はともに名

詞性用法である。 

・新陳代謝/「この辺、新陳代謝がうまくいってないんだろうなあ」「司令部、何やって

るんだろ」1996 筒井康隆(著)最後の伝令,新潮社 

・厚顔無恥/二人ともぼくの厚顔無恥には頭をふった。 

2004 フリードリヒ・グラウザー(著) 種村季弘(訳)『外人部隊』国書刊行会 

・粉骨砕身/それがし劉芳亮、商洛山中の危機を救うために粉骨砕身をいといません 

1992 姚雪垠(著)陳舜臣，陳謙臣(訳)『叛旗』徳間書店 

ただし BCCWJ の用例を調べると必ずしもそうとは言い切れない。日本語成語のレキシコ

ン分析のため、NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）ver.1.00 を利用し8、現代日本語で比較的出

現頻度の高い漢字四字 24 語について、そのコロケーションをサンプル分析した結果、体言

用法に劣らず用言用法が健在で、かつその統語パターンは体言用法のそれより少数精鋭で

安定している[表 7]。 [表 6] は（NLB）の「総合頻度」と「最多統語比率」の値が特に高

い成語につき、ぞれぞれ体言法用 3 語、用言用法 6 語のコーパス情報を引用したものであ

る。限られた資料ではあるが、安定した成語の類型には次の 2 タイプの特徴を認めること

ができよう。 

1、統語パターンが一定の成語：“起死回生”“一網打尽”“四面楚歌”“虎視眈々”など 

2、新しい統語パターンを派生する成語；“喜怒哀楽”“新陳代謝”“厚顔無恥”など 

 

表 6 

 

 

 

表 7 

                             
8 http://ninjal-lwp-bccwj.ninjal.ac.jp/ 
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1、 は“起死回生（の霊薬）”“一網打尽（にする）”“虎視眈々（と狙う）”のように、

内部構造が比較的複雑な漢字四字成語がより長い統語表現と結合した形式が多い。

漢字四字は日本語表現と不適合を起こしやすいが、より長いコロケーションに包摂

されることで安定した日本語表現に収まる。定型慣用表現単位の獲得は漢字四字成

語の保持と延命に有効であり、四字漢字語であっても動詞や形容動詞の語幹になる

ことが保証される。 

2、 は“喜怒哀楽”“新陳代謝”“厚顔無恥”のように並列構造など比較的単純な四漢字

句で、新しい文脈の中で表現形式の拡張が容易なため、延命が可能と言えよう。 

表 2は前掲「基本慣用句」328 語の認知度テストで、学生が知らない慣用句（成語）トッ

プ 20 語9を[中納言]で検索した結果である。“大所高所”53 件、“古希”50 件、“四角四面”

26 件、“青息吐息”22 件、“豪放磊落”21 件、“多士済済”20 件を始め、現代日本語中にか

なりの用例数があり、出版年も比較的新しい。コーパスに多数出現するにも拘らず、これ

らの成語の認知度が低い理由に、現代社会の家族関係や習慣の変化の影響に加え、意味を

想起しにくい漢字（古希＝古稀が正字、士、済、磊、落、所）を含むことが考えられる。

そこで学生自身に自分が知らない成語や慣用句を [少納言]で検索体験してもらったとこ

ろ、身近な現代日本語中に確かにこれらの成語が出現することを、実テキスト付きで確か

めることができ、印象に深く刻まれた10。漢字四字成語の延命支援にも BCCWJ は役立つ。 

 

６．まとめ 

 BCCWJ を利用した多言語成語辞典の構築の実際とその活用について紹介を行った。「少

納言」「中納言」の利用によってデータの電子的検索と収集分析の利便性がより向上し、他

言語とのマッチングデータとしても有用である。言語コーパスは共時的な言語情報だけで

なく通時的な流通状況を知ることができる言葉の履歴書である。多地域のコーパスを連携

すれば言語間の接触と変容を正確なデータで把握可能となり、対照言語学や比較文化の研

究、翻訳をはじめ、語学教育の科学性と効率向上に寄与するに違いない。 
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